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を強 く主張している。終身雇用,年 功賃金 企業別労働組合の目本的雇用




断罪した。その市揚閉鎖性を非民主的,消 費者不在の市揚経済 と批判 して
「日本特殊論」を提出 した。
ニューズ ・ウィーク日本版199013,15(職 場 に見る日米文化摩擦)は 米国
に進出 している 日本企業での目米 の社員 の トラブルの事例をレポー トし,
日本的タテ社会の論理 と米国的個人主義が米国内で起 している文化摩察は
もはや無視できないところに来ていると述べている。列挙すると 「日本人
はせっか くアメリカ人を雇っても彼 らの手足を縛ってしま う」 「本社は海
外に派遣 した幹部の行動に目を光 らせて お 動 毎晩電話で報告 させ る」
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「重要な話はすべて目本人の間で行われ,1ア メリカ人はカヤの外だ」「自分
を売 りこむのにうまいアメリカ人に 日本人 はひっかか郵やすい」 「女性の.
扱い方を知 らない 日本企業は男性優位思想に凝 り固まって い る」丁法




が我々 国本人の感想だろ う。r日本人同士なら互いのr腹 ■を読めぱすむこ
とでも,文 化を異にするアメリカ人 に腹芸は通じない。彼 らには何で もき
ちんと言葉に出 して説明 してや らねばならないのだ」(同 誌77ぺ 〉 とい う
解決方法の提案 も我々 日本人には押 しつけがましく聞える。
今井康夫は日米の小学校の国語教科書の内容を と りあ げて比較 してい
るD.国 語教科書 とい うのは第一義的には母国語の言語能力の育成を目的
とした語学教材だが,そ こで取上げられるテーマ ・題材などの内容 に係わ
るものについては,そ の国民 の問で議論の分かれるものでなく当然 のこと
として受け入れ られているもの と考えることができる(同 書26ぺ)。 いわ
ば,そ の国民の集団的無意識 のフィル ターを通過 して容認 されたものと言
うことができる。 次に一例を挙げる。 「私が私であることはうれ しいこと
だ一 ルス ダナ ペーダーセンー 誰 も私 の見方でものを見ない!誰 も
私のいく道 をいかない/誰 も私のような遊び方 をしない/誰 も私 のように
話 さない/誰 も私 のい うようなことは言わない ノ私はとれまでそれに気が
付かなかった!私 は特別 なんだ!私 は私だ ノ私は私の他の誰 にもな りたい
とは思わない」(米 国小学校二年生用スペ リングの練習のための詩,同 書
98ぺ 本文改行)。 米国民の集団的無意識 の中に強い個人の観念が当然の
こととして支持 されていることがわかる。今井は日米それぞれ200.篇 あま
りの教材を分析 した結果,「 創造性 と個性 にあふれた強い個人」 の米国人
像と 「暖かい人問関係の中のや さしい一員」 の日本人像 とも抽出してい
1)ア メ リカ人 と目本 人 今井康夫'9D年 創流出版
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う。「強い個入」とFや さしい一員」。両国民は生まれ落 ちた時から,こ れ
ほど方向の違 う価値観を教育 され続 けるわけである。・
阿閾世(中 インド,マ カダ国の王子,.父 王を殺 しゴ母后を幽して即位.し
た)コ ンプレックスとい うのがある。目釈迦 は親殺しの阿閣世 にある種 の救
済を与える..阿閣世の親殺 しの罪 は因縁因果によるもので,一 人 の人問の
罪 と限定することは自我 というものの存在にとらわれることで,そ れは迷
いになる。その迷いを悟 ることが罪を越えることになるのだという。目米国













系を作ったり支えたりするのに貢献 している。 目本人はその30%ぐ らい
が宗教を信仰 しているという、神道はL5%だ が,'神社など(の 参詣経験
者 とい.う点から見ると,90%を 越 えるどい う3)。冒頭の 「神道って何か」
とい う学生 の質問は結局r日 本人って何か」 と問うていることにもなる・
神道を問うことは日本人 のアイデンティティ.を探ることを意味 しているわ
けである。
21imago'90,4月 号 フ ァ ミ リー ・ロマ ンス小 此 木 啓 吾33ぺ
3〉 神 道 思 想 の形 成 安 蘇 谷 正 彦'85年 ぺ りか ん社 三21ぺ'
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L縦 につながるいのち
「日本人は個 として確立 さ.れて、い ない」・とはよく言われる言葉である・
それてそれが恰 も重大な欠点であるように難 じられる。た しかにそれはあ
る面では欠陥とされていいかもしれない。 しかし巨本人 は自分を,過 去か
ら未来につらなるいのちの鎖 の中の個 として見てい導のである。_以 下
略r(日 本人v$・ キリ3卜 教 後藤優 ・シ89年北樹出版 町 ぺ[90ぺ,・95
ペゲ98ぺ)・
底要旨鳶







想は 「ケネディ大統領が可哀そうになった」 とい うのが一般だろう。.
米国人は不治の病だと医師に告げられると最初は何かの間違いだ,誤 診
にちがいないと考え,次 にどうしても認めざるをえなくなると怒 り出すと
レ1う。自分に残酷な道を与えた神に対する怒 りなの濫 一方 目本人は悲嘆
にくれナ絶望しンやがてあきらめていき,怒 るということはない。
航空機墜落奪どの遺体不明の死亡事故が起ると日本人は必ず現地へ行 っ







ボ大 き く係 って い るわ け で あ る。
で は,日 本 人 の神 観 念 とは どの よ うな特 質 を持 って い るの か,次 にそ れ
を読 む、
2。 竜 安寺 の石 庭 と宇 宙 観
日本 ほ ど美 しい国 はな い.イ タ ウア人,と くに若 い人 た ち は 目本 人 が想
像 す る以上 に 「美 しい 国 目本 」につ いて 知 って い る・ 一 ・以 下 略 一(キ リ
ス ト教 の常識S,フ ィナ テ リ'84年 講 談 社27ぺ 酎44ぺ)
《要 勧
竜 安 寺 の石 庭 は見 つ めれ ば見 つ め る ほ ど人 工 で な く 自然 の美 と しぞ ひ き
こ まれ て い く。 石 庭 の宇 宙 に は隅 々 ま で神 的 な も のが ひ そ んで い るよ うに
感 じた 。 しか しこ こ には キ リス ト教 の創 造 主 と して の神 は不 在 で あ る こ と
を確信 した、 イ タ リァ の庭 園 は木 々 の刈 り込 み に し ろ芝 生 に しろ花 壇 に し
ろ 自然 に対 して人 問 の手 が加 え られ た こ とが歴 然 と して い る。 そ こ に は明
らか に創造 者 として の神 がい る。 木 々 も草 も花 も あ くま で神 に支 配 され て
い る も の な の だ。
西洋 人 か ら 日本 人 の神 観 念 を見 る と 「入 間 を神 と尊 ん だ り 自然 を神 と し
て 崇 め」㌦(同 書26ぺ 〉て い る よ うに見 え,パ ンテ ィ ズム(汎 神 論)と と らえ
ざる を え な い よ うに感 じ る よ うだ。 しか し,日 本 人 の神 観 念 で は神 体 と し
て 祀 られ て レ・る も のそ の も のが神 な めで は な くて,そ れ は神 が の り移 って
くる坐 にす ぎな い。 人 で あ って も同 じで神 が顕 現 す る坐 なの で あ って人 が
神 な ので は ない 。 い わゆ る 「よ りま し」 で あ る。 上 記 の石 庭 も仏 と習 合 し
た神 が現 れ る場 な の だ。 こ の よ うな神 観 念 がキ リス ト教 の神 観 念 と全 く異
な っ てい る の は フイ ナテ リの指 摘 す る とお りだ。





には思われる。というのは,そ れ らの研究はすべて神道の研究 というより
は・神道カミ身につけていた時代衣裳の研究であったように思われるか らで
ある。 、..以下略一(カ ミと日本文化,石 田一良'83年 ぺ りかん社152
ぺ～166ぺ)
⊂要旨》
神道の神 の中心的な性質は物を生み出すカ,繁 栄 させるカである。神道
は生の宗教であって死の宗教ではない。仏教やキリス ト教 と替合 しないか
ぎり来世的性質を持つことな く死者の魂の救済に全 く関係することがなか
った。神道のこの生産性 とい う本体は着せ替 え入形のようにいろいろな衣
裳を纒って各時代毎に現れて くるのである。古代国家成立時,古 事記 など
に見 られる国家主義的漆イデ爵ロギーの衣裳を着た神道,鎌 倉時代,仏 教
によって本地垂述思想 という衣裳を着せられた神道・室町時代・儒仏道三
教の衣裳を着た吉田神道,徳 川時代,儒 教 め着物 の垂加神道,国 学の着物
の古学神道1古 学神道 とキリス目ト教を習合 させた平田神道,明 治時代ゴ家
制国家主義の衣裳を着た国家神道,戦 後は,神 社の祭 りを働 く民衆の祭典
とたたえ,神 道は社会主義・共産主義 と習合できる可能性をも示 した。
神道の 「形のない,空 中に遍満するカ」(同 書163ぺ)は,そ れを信仰す
る日本人の労働意欲をかきたて,儒 教 の倫理観 と習合 して協調的な人間関
係を生み出す環境を作 り,'目本経済の発展の原動力 となったのだろうか。
キリス ト教のように一神教でない日本人の神観念は,'神 と人 との連続性
の存在を肯定する。鎌倉時代には神は個々入 の心 の中に内在化 していると
考えるようになった(同書162ぺ)。 一方,キ リス ト教での神 と人の関係は
絶対的な断絶を置いて切 り裂かれており,個 としての人間を捨てて神 に服
従するか,あ るいは神との関係を絶ってしまうかである。現在の科学主義
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が抱える公害問題のような矛眉 は神 との関係 を絶 って しまっ た結果であ
る。逢.ングやテイ リ目ッヒの神学は・・絶対飽者 としての神が外部から命令す
る形 で人間の生を束縛す巻のでな く,1内部浄 ら慈 しみを与え る・Qだ,と し,




の生産 と生活の儀礼を主要な任務 とするため,神 学教理 としての経典 を必
要としなかった。 し炉し・幕末から明治にかけて 日本 は欧米 の帝国主義の
圧力の攻勢を受け・ キリス ト教の進入に対抗 して 国家神道を作 りあげ準。
その辺り様子について,次 に読む。.
生.和 魂洋才.目
キリ、スト教を禁止すること奪.目的 とした鎖国政策 を目本 がついに放棄す
ζにい之ったのは・.前述 のようにその内発性 によるものではなか?た 。む
しろ西洋諸国からの軍事的・外交的な犀力・すなわち外発性 にタるもので
あ。.た。 ・一以下略一(目 本の神学 古屋安雄1まか目'89年ヨルダン社78
尽一82ぺ 〉,
ζ要割,
明治 の指導者たちがそれまで先進国 と仰 いでいた中国が西洋諸国の半植
民地的状態 にな?た の奪見た時.そ の武力g琴 しさを痛感 した。その武力
を支えているのは西洋の科学技術 であり,キ リスト教 とワンセットになっ
ていることを見抜いた。 その時,彼 ら炉とった方法はキリス,ト教 が広がら
ない問になるべ く・早 く洋才を身につけることと,反 キリス ト教 としての和
魂の装置を作 りあげることであ?た 。
4)ユ ング とテイ リッヒ ドゥナ ゾイ 久保 田圭伍他 訳 昭60年 大明堂11ぺ
51道 教 と日本思想 橿 永光司'85年 徳 聞書店94ぺ.・
一38〒




国家神道は近代天皇制国家によって,神 社神道を主体 として作 られた国
家宗教であ 恥 そρ特質辱 目本圃有の民族宗教である神道の構造 ≧機能
に発 している。 ・・.1塀下略一(宗 教の昭和史 村上重良185年 三嶺書房
119ぺ ～125ぺ)
底要旨》
民族宗教 としての神道は自分達 の集団外を敵対 あるいは緊張関係 の中に
とらえる排外的集団原理を特質とする。国家神道はこのような目本民族の
マイナスのエネルギーを天皇制に収敷 させて出来上 ったもので侵略主義 の
思想奪持ρ。その精神風‡は基本的人権g尊 重 とも,平 和}国 除友好 ㊨精
神 とも無縁 であり,こ の寛服なしには現代の目本仕会の民主主義 あ確立は
あり.えない。
最後に日本人 の宗教意識が戦後 どのように変 ったのか,目読む。
6,宗 教的幻想共同体の不幸な倒錯(戦 後天皇制 と靖国問題)
これまで十年以上にわたる私たちの靖国神社法案反対運動 の中で,い ち
ぱん多 く聞かされ,し かも充分に説得できなかったのは 「お国のために死
んだ者 を国が祀 るのがなぜいけない,か」 「赤紙(召 集令状)一 枚で戦揚 にか
り出された戦死者 を国で面倒見るのは当.然でないか.1と いう声であづた、
この人たちの多 くは,決 して戦争を肯定 したり軍事大国化に賛成 している
わ爾で はな い。 一 ・以下略一(増 補天皇制 と日本宗教 戸頃重基 ほか纏




我親和性 を持っているものだ。目そこから,'まず神や国家 があって,そ れに
帰属することで個人の存在が成 り立づという意識が作 られる。象徴天皇制
はそのような意識を統一する要 として機能する。戦後民主主義の中で個々
に解体 されていった日本の民衆を再ぴ国民 として統合するためには,天 皇
と靖国思想によって作 られる共同体意識が有効なのである。
結局,日 常レベルでの我々目本人の伝統的な宗教意識は基本的には変っ





何1まどかの成功をなしとげた我々日本入 に対 して,妬 心を交 じえてある
目いは自虐的に発せ られる評語に 「日本入は模倣がうまい」 とい うのが あ
る。外国の技術,つ ま り 「洋才」「漢才」 についての目本人の消化能力に
ついての評語だが,今 や 日本は技術の周辺国家を抜け出て,日 本発の新技
術を世界中にばらまく中心国家 となった。「洋才」「漢才」を 「和才」が越
えてしまったのであ凱 「和魂和才」 が.「湘魂洋才」'にとって替 った と言
いたいのが我々の心理状態だ。欧米諸国は今まで 「洋魂洋才」を通して.き
て,今 なおそれは主体的 には変 っていない。「和魂和才」とい うのはそれに





者力二いれば心強い、そ うい う友入 をアジアに本気で作る必要ボあるのでは
ないか。
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